
令和 10 年度医学部看護学科募集人員及び入学者選抜方法の変更（予告） 

令和８年３月31日 

富 山 大 学 

医学部看護学科において、令和 10年度入学者選抜（令和９年度実施）より、以下のとおり入学

者選抜方法及び募集人員を変更します。 

 なお、現時点において決定している変更内容のみを掲載しています。今後、変更を行う場合は、

改めて本学ウェブサイト等でお知らせします。 

記 

（１）概要

○一般選抜後期日程及び学校推薦型選抜Ⅱ（大学共通テストを課すもの）を廃止します。

○新たに学校推薦型選抜Ⅰ（大学共通テストを課さないもの）を導入します。

○新たに総合型選抜Ⅱ（大学共通テストを課すもの）を導入します。

＜現行＞ 

募集

人員 

一般選抜 学校推薦型

選抜Ⅱ 
-  

社会人 

選抜 

帰国生徒 

選抜 

私費外国人

留学生選抜 
前期日程 後期日程 

80 50 10 20 - 若干名 若干名 若干名 

＜変更後＞ 

募集

人員 

一般選抜 学校推薦型

選抜Ⅰ 

総合型 

選抜Ⅱ 

社会人 

選抜  

帰国生徒 

選抜 

私費外国人 

留学生選抜 
前期日程 後期日程 

80 50 0 10 20 若干名 若干名 若干名 



 

（２）新たな選抜方法 

 

○学校推薦型選抜Ⅰ 

実施学部・学科名 医学部看護学科 

募集人員 １０名 

出願資格 次の⑴から⑷までのいずれかに該当する者 

⑴ 高等学校（注）又は中等教育学校を令和 10 年３月 31 日までに卒業見

込みの者 

⑵ 特別支援学校の高等部を令和 10年３月 31日までに卒業見込みの者 

⑶ 高等専門学校の３年次を令和 10年３月 31日までに修了見込みの者 

⑷ 文部科学大臣が指定した専修学校高等課程を令和 10 年３月 31 日まで

に修了見込みの者 

（注）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設を含む。 

推薦要件 次の①から④までのすべてに該当し、学校長が責任をもって推薦できる

者 

① 人物・学力ともに優秀で、特に看護学に関する勉学意欲が強く、将来

はその専門分野における実務・指導に携わることを決意している者 

② 実用英語技能検定２級以上を取得している者 

③ 合格した場合に入学が確約できる者 

④ 将来は富山県内の医療機関等に勤務して地域の医療を支える熱意のあ

る者 

選抜方法 入学者の選抜は、小論文及び面接（推薦書、調査書、志願理由書及び特

別活動調書の審査を含む。）の結果を総合して行う。 

 

【教科・配点】 

小論文 面接 合計 

200点 200 点 400 点 
 

 

 

 

 

 

  



 

から１ 

（注 1） 

から１ 

（注 2） 
 

（注 3） 

○総合型選抜Ⅱ 

 

実施学部・学科名 医学部看護学科 

募集人員 ２０名 

出願資格 次の⑴から⑷までのいずれかに該当する者 

⑴ 高等学校（注）又は中等教育学校を令和 10 年３月 31 日までに卒業見込

みの者 

⑵ 特別支援学校の高等部を令和 10年３月 31日までに卒業見込みの者 

⑶ 高等専門学校の３年次を令和 10年３月 31日までに修了見込みの者 

⑷ 文部科学大臣が指定した専修学校高等課程を令和 10 年３月 31 日までに

修了見込みの者 

（注）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設を含む。 

選抜方法 入学者の選抜は小論文、面接 （志願理由書、活動報告書及び調査書の審査を

含む。）及び大学入学共通テストの結果を総合して行う。 

 

【教科・配点】 

小論文 面接 大学共通テスト 合計 

100点 150点 400 点 650 点 

 

【大学入学共通テストの利用教科・科目及び配点】 

〈３教科３科目〉 

教科 科目 配点 

『国語』 

『地理歴史、

公民』 

「国語」 

「地理総合、地理探求」、「歴史総合、日本史探求」、 

「歴史総合、世界史探求」、 

「地理総合／歴史総合／公共」、 

「公共、倫理」、「公共、政治・経済」 

100 点 

『数学』 

『理科』 

『情報』 

「数学Ⅰ、数学Ａ」、「数学Ⅰ」、 

「数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ」 

「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」、 

「物理」、「化学」、「生物」、「地学」  

「情報Ⅰ」 

100点 

『外国語』 「英語（リスニングを含む｡) 」（必須） 200 点 

合計 400 点 

 

＜大学入学共通テストの教科・科目についての留意事項＞ 

（注１）『国語』、『地理歴史、公民』の第１解答科目のいずれか高得点の教科・科目

を採用する。なお、『国語』については、100 点満点に換算したうえで、指

定した教科・科目の中から高得点の成績を採用する。 

（注２）『数学』、『理科』の第１解答科目、『情報』のいずれか高得点の教科・科目

を採用する。 

（注３）『外国語』における「英語」は、「リーディング（100 点満点）」の得点を

160 点満点に、「リスニング（100 点満点）」の得点を 40 点満点に換算し、

その合計得点 200 点満点を利用する。 


